
証券コード 1905

第54期  第2四半期

株主通信
2023年4月1日～2023年9月30日

ガンテツパイル工法（鋼管ソイルセメント杭工法）
ガンテツパイル工法の概要

日本製鉄株式会社、株式会社クボタと共同研究
開発した工法。道路橋、鉄道橋、上下水設備など、
土木分野で幅広くご採用いただいております。

表紙の説明

※自己株式576,604株については個人・その他に含めております。

その他国内法人
2,268,100株

（26名）

30.9％

金融機関
1,265,207株

（8名）

17.2％

個人・その他

2,979,016株
（1,272名）

40.6％

外国人
627,050株

（26名）

8.5％

証券会社
208,307株

（18名）

2.8％

会社概要

 会社概要
商号 株式会社テノックス
設立 1970年7月8日
資本金 17億1,090万円

従業員数 218名（連結344名）

代表取締役社長 執行役員
執行役員
執行役員

高橋 勝規

堀切 　節

若尾 　直

児玉 勝久
又吉 直哉
迫田 一彦

執行役員 平山 勇治
執行役員 黒河 　徹

取締役執行役員 坂口 卓也
取締役執行役員

榎本 雅也
竹口 圭輔

取締役執行役員
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

鈴木 みき取締役（監査等委員）
※１．監査等委員である取締役榎本雅也氏、竹口圭輔氏及び鈴木みき氏は、社外取締役であります。
　　　※2．監査等委員である取締役榎本雅也氏、竹口圭輔氏及び鈴木みき氏は、東京証券取引所の定めに
　　 基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

株主名 所有株数（株） 持株比率（％）
514,100
432,000
317,020
315,800
280,700
253,000
220,220
220,000
218,087
213,000

7.59
6.38
4.68
4.66
4.14
3.73
3.25
3.24
3.22
3.14

光通信株式会社
住商セメント株式会社
三菱商事株式会社
INTERACTIVE BROKERS LLC
株式会社UH PARTNERS 2
明治安田生命保険相互会社
株式会社三井住友銀行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託E口）
樗沢 佐江子
※当社は自己株式576,604株を保有しておりますが、上記大株主より除外しております。
　また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。 

発行可能株式総数 21,640,000株
発行済株式総数 6,771,076株

株主数 1,350名
（自己株式576,604株を除く）

（2023年9月30日現在）

 役員体制（2023年9月30日現在）

 株式の状況
（2023年9月30日現在）

取締役執行役員

佐藤 雅之

〒108-8380
東京都港区芝五丁目25番11号　ヒューリック三田ビル 5F 121784

株主メモ
事業年度 毎年４月１日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日
定時株主総会：毎年3月31日
期末配当　　：毎年3月31日
中間配当　　：毎年9月30日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先・
電話照会先

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-782-031
（受付時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く））

単元株式数 100株

証券コード 1905

公告掲載URL https://www.pronexus.co.jp/koukoku/1905/1905.html　
当社の公告は電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることが
できない場合は、東京都内において発行する日本経済新聞に掲載して行います。
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株主の皆さまへ

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　ここに第54期第2四半期株主通信 をお届けし、
2023年度上半期(2023年4月～2023年9月)の業績
の概況等につきましてご報告申し上げます。

ごあいさつ

現中期経営計画（2021年度～2023年度）は今年
度が最終年度になりますが、「開発戦略」「営業・施工
戦略」「ESG戦略」の3つの基本戦略に取り組み、定性
面ではその成果が表れ出しています。ただし、定量目
標である最終年度の売上高220億円、経常利益15億
円、ROE（自己資本利益率）8％は残念ながら未達の
見込みです。
一方、今年3月31日に東京証券取引所から「資本

コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」に

関する要請がありました。これは上場企業の企業価
値向上の実現に向けた意識改革を促すものであり、
当社としても、株主の皆さまのご期待に応える持続
的な成長と、中長期的な企業価値向上を実現しなけ
ればならないとの思いを強くしております。当社は企
業価値の向上に向けて、PBR（株価純資産倍率）の向
上は重要な課題と認識し、そのPBR向上の大前提とし
てROEを8％以上にする必要があると考えておりま
す。ROE引き上げの施策として「利益増加」、将来の
キャッシュを生み出す「成長分野への投資」「資産の有
効活用」「株主還元政策」を掲げております。「利益増
加」につきましては現中期経営計画の3つの基本戦
略を着実に遂行し、利益確保の基盤を強化します。
「成長分野への投資」では、カーボンニュートラルなど
の環境関連の投資や人的資本経営のための投資に
も取り組みます。「資産の有効活用」ではDX推進を通
して資産の見える化を図り、資産稼働率を向上させ
ます。「株主還元政策」では、安定した配当と機動的な
自己株式取得を実施します。
　以上の4つの施策を、現中期経営計画の振り返りを
踏まえて次期中期経営計画（2024年度～ 2026年
度）に織り込み、ROE8％以上に再チャレンジします。
そして、企業価値の向上を実現させ、サステナブル企
業として成長してまいります。

株主の皆さまにおかれましては、一層のご支援、
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

た。また、利益につきましては、販売費及び一般管理
費が増加した影響などもあり営業利益は2億15百万
円（前年同期比8.2％減）、経常利益は2億47百万円
（前年同期比6.7％減）、親会社株主に帰属する四半期
純利益は1億95百万円（前年同期比5.8％減）と増
収・減益となりました。
　2023年度（第54期）の通期業績見通しにつきまし
ては、下期も受注残の大型の土木杭工事や建築の地
盤改良工事が予定されており、5月に発表した業績予
想を据え置いております。2023年度上半期の国内経済は、新型コロナウイ

ルス感染症が5類に移行されたことにより行動制限
が緩和されたことなどで、社会経済活動の正常化が
進み持ち直しを続けております。一方で、長期化する
ウクライナ情勢や円安による物価高騰など、依然とし
て先行きは不透明な状況が続いております。
　建設業界におきましては、公共投資、民間設備投資
共に緩やかながら増加することが見込まれ、建設需要
全体としては底堅く推移しつつあります。しかしなが
ら高止まりする建設資材価格や現場従事者の慢性的
な不足など多くの課題を抱えております。
　このような状況のもと、当社グループは、積み上
がった受注残高の消化に向け品質および安全管理体
制を整え施工に注力してまいりました。
　当第2四半期連結累計期間の売上高は、主に工場
関連の地盤改良工事や高速道路、北海道新幹線など
の鉄道高架橋の杭工事など大型工事が寄与したこと
で97億29百万円（前年同期比14.3％増）となりまし

第2四半期の業績と通期見通しについて

代表取締役社長

中期経営計画の進捗と企業価値の向上に向けて

当期の中間配当につきましては、5月に発表した配
当予想通り、1株当たり19円とします。
　期末配当は1株当たり19円とし、年間配当は38円
を予定しております。

配当について
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2015年に設立したベトナムのTENOX ASIAも9年目に入りまし
た。ここ数年新型コロナウイルス感染症の苦境はあったものの、皆さ
まのおかげで施工実績は年々増加しております。
　最近の施工実績として、ベトナム中部のフエ市の郊外において、
大規模の自動車組立工場建設における地盤改良工事（約3,000本）
を完了しました。競合他社との比較でより良い施工と品質が認めら
れたことから、同プロジェクトの次のパッケージも受注しております。
　さらなる事業拡大に向けスタッフを増員し、新しいオフィスに移転
いたしました。気持ちも新たに、益々ベトナムの発展に貢献してまい
ります。

　現在、大型プロジェクトである「北海道新幹線延伸事業」の4ヶ所の現場に、施工機械6台を投入し施工を行っています。
今回は、北海道新幹線延伸事業の現場管理者に就いている入社2年目の若手社員へのインタビューを特集します。

テノックスの志望動機は何でしたか。
　元々基礎工事業界に興味があったわけではなく、幼少期か
ら建築士の道を志してきました。しかし、設計という一つの作
品をデザインするということは、努力と評価が比例する訳で
はなく、時には自分で設計したものが実際に建設できるのか
疑問に思うこともありました。こうした経験が、自分で設計し
た建築物が建つにはどうすればよいかという考えに繋がり、
建物を支えるうえで最も重要な地盤関連の業界に興味を持
つようになりました。その中でもテノックスを志望した理由は、
北海道新幹線や大阪万博関連といった今後の日本を大きく
動かす工事を控えていることを知り、その一員として働きた
いと考えたからです。現に北海道新幹線延伸事業に携わるこ
とができ、品質・安全・工期を満たすための努力が売上高と
いう評価に比例するこの仕事に、誇りをもって取り組むことが
できています。

実際にテノックスの施工管理に携わって、一番感じているこ
とは何ですか。
　品質管理において私たちより右に出るものはいないと実
感しています。その根拠として、現場代理人だけでなく本社、
機材センター、職人が一丸となって品質管理に取り組む体制
が整えられていることがあげられます。
　一例として、今年11月4日に北海道新幹線に関わる現場
代理人、職人を交え意見交換会を実施しました。北海道でのト
ラブルの再発防止対策、施工能率を向上させるための新たな
アイデア、試験的に実施している項目の確認と成果などを話
し合い、出た意見は本社や機材センターにも共有され、資機
材の製作・改良や施工手順の効率化に繋がっています。この
ように会社全体でより良いものを追い求める体制が整ってい
るからこそ、若手の私でも品質において絶対の自信をもって
管理することができています。

今回の北海道新幹線延伸事業に対する思いや、他の現場と
の違いなどがあれば教えてください。
　北海道新幹線延伸事業に携わることが決まった際は不安な
気持ちが大きく、私が携わることは場違いなのではないか、ト
ラブルが発生した際に正しい判断ができるのか、気が気でな
い状況でした。しかし、だからこそここで得た経験は、成功失敗
問わず必ず将来に生かせるものになると確信しています。

TENOX ASIA活動報告

2022 年入社
工事第一部 杭第一グループ

O.S

　他の現場と違う点は、同じ工区内で複数の同業者が施工を
実施していることがあげられます。思わぬトラブルで2023年
内の施工を切り上げ撤退している業者も多々見られ、今回の
事業における施工の難しさを再認識させられました。しかし、
こうした現状はむしろチャンスであり、ここで成功すれば今後
のテノックスの評価を押し上げることに繋がると考えていま
す。若手社員だからこそ先を見据え、今できることを精一杯こ
なしていきたいです。

最後に、今後の意気込み、未来像を教えてください。
　まずは無事に北海道新幹線延伸事業を務め上げることが
目標です。そして、ここで学んだことを今後行われる事業にも
生かすことができればと考えています。
　未来像は、北海道で仕事をしているベテラン社員の方々が
そのものだと感じています。将来自分がベテランの域に達し
た時に若手に同じように感じてもらえることが、私の理想の未
来像だと思います。

News & Topics

What’sテノックス【Vol.15】クローズアップ社員

木古内

奥津軽いまべつ

新青森

新函館北斗

新八雲（仮称）

長万部

函館

室蘭

江差

岩見沢

滝川

小樽 新小樽

苫小牧

新千歳空港

（仮称）

札幌
倶知安

HOKKAIDO  SHINKANSEN



連結貸借対照表（要約） 連結損益計算書（要約）
第54期第2四半期末
2023年9月30日現在

第53期末
2023年3月31日現在

第53期第2四半期 第54期第2四半期
2023年4月 1 日から
2023年9月30日まで

2022年4月 1 日から
2022年9月30日まで

　流動資産
　固定資産
　　有形固定資産
　　無形固定資産
　　投資その他の資産
資産合計

　株主資本
　その他の包括利益累計額
　新株予約権
　非支配株主持分
純資産合計
負債純資産合計

　流動負債
　固定負債
負債合計

15,052
3,645
2,439

63
1,142

18,697

12,131
63
89
269

12,553
18,697

5,500
643

6,143

15,642
3,127
2,218

57
851

18,770

12,065
17
89
294

12,467
18,770

5,679
623

6,303

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
経常利益
税金等調整前四半期純利益
四半期純利益
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
親会社株主に帰属する四半期純利益

（単位 : 百万円） （単位 : 百万円）

9,729
8,367
1,362
1,146

215
247
258
172
△23
195

負債の部

部 純資産の

 資産の部
8,511
7,257
1,253
1,019

234
265
270
194
△13
207

POINT 1 主に売上債権が増加したものの現金預金が減少

POINT 2 土木杭工事では北海道新幹線延伸事業や関西インフラ関連など、
地盤改良工事では大型の工場や物流施設が寄与したことから増収

POINT 3 主に建設業の2024年問題を睨んだ人員増に伴い人件費が増加

POINT 1
POINT 2

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の四半期末残高

（単位 : 百万円）

△134
△422
△169
△3

△730
9,515
8,785

△261
△246
△234

5
△736
9,581
8,844

第53期第2四半期 第54期第2四半期
2023年4月 1 日から
2023年9月30日まで

2022年4月 1 日から
2022年9月30日まで

POINT 3
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第54期（2024年3月期）　第2四半期連結決算概況

売上高
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2020/3 期 2021/3 期 2023/3 期2022/3 期

営業利益
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親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

0

200

400

600

800

1,000

0

500

1,000

1,500

総資産／自己資本比率

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1株当たり中間（期末）配当金／配当性向
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自己資本比率（右目盛）%百万円 百万円

円
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百万円

%

18,66718,583
15,906 14,817

8,893 7,205 6,838
8,511

18,317

9,729

21,200（予想）

653

1,139

840（予想）

482

15

16

17

11 1910

14
29.229.2

98.198.1

44.3（予想）44.3（予想）
46.846.8

63.563.5

18,163 17,681 18,770

65.165.1 67.467.4 64.464.4

18,697

65.265.2

597

308
466

48
234

810（予想）

215
16

620
331

516

29
247

694

265

2022/3 期

72

1,179

768

455

173
357

44
207

2024/3 期

560（予想）

195
61

0

50
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150

2020/3 期 2021/3 期 2023/3 期2022/3 期

1株当たり四半期（当期）純利益
円

67.0367.03

113.09113.09

25.4925.49 31.3231.32

73.2973.29

2024/3 期

29.9529.95

配当性向（右目盛）
中間 期末

年間33円 年間25円 年間25円

23

12

47.847.8

年間35円
年間38円（予想）

※2021/3期期末配当金は創立50周年記念配当10円を含む
※2022/3期期末配当金は上場30周年記念配当5円を含む

※2022/3期より「収益認識会計基準」を適用

9.219.21

53.4253.42
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株主通信
2023年4月1日～2023年9月30日

ガンテツパイル工法（鋼管ソイルセメント杭工法）
ガンテツパイル工法の概要

日本製鉄株式会社、株式会社クボタと共同研究
開発した工法。道路橋、鉄道橋、上下水設備など、
土木分野で幅広くご採用いただいております。

表紙の説明

※自己株式576,604株については個人・その他に含めております。

その他国内法人
2,268,100株

（26名）

30.9％

金融機関
1,265,207株

（8名）

17.2％

個人・その他

2,979,016株
（1,272名）

40.6％

外国人
627,050株

（26名）

8.5％

証券会社
208,307株

（18名）

2.8％

会社概要

 会社概要
商号 株式会社テノックス
設立 1970年7月8日
資本金 17億1,090万円

従業員数 218名（連結344名）

代表取締役社長 執行役員
執行役員
執行役員

高橋 勝規

堀切 　節

若尾 　直

児玉 勝久
又吉 直哉
迫田 一彦

執行役員 平山 勇治
執行役員 黒河 　徹

取締役執行役員 坂口 卓也
取締役執行役員

榎本 雅也
竹口 圭輔

取締役執行役員
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

鈴木 みき取締役（監査等委員）
※１．監査等委員である取締役榎本雅也氏、竹口圭輔氏及び鈴木みき氏は、社外取締役であります。
　　　※2．監査等委員である取締役榎本雅也氏、竹口圭輔氏及び鈴木みき氏は、東京証券取引所の定めに
　　 基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

株主名 所有株数（株） 持株比率（％）
514,100
432,000
317,020
315,800
280,700
253,000
220,220
220,000
218,087
213,000

7.59
6.38
4.68
4.66
4.14
3.73
3.25
3.24
3.22
3.14

光通信株式会社
住商セメント株式会社
三菱商事株式会社
INTERACTIVE BROKERS LLC
株式会社UH PARTNERS 2
明治安田生命保険相互会社
株式会社三井住友銀行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託E口）
樗沢 佐江子
※当社は自己株式576,604株を保有しておりますが、上記大株主より除外しております。
　また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。 

発行可能株式総数 21,640,000株
発行済株式総数 6,771,076株

株主数 1,350名
（自己株式576,604株を除く）

（2023年9月30日現在）

 役員体制（2023年9月30日現在）

 株式の状況
（2023年9月30日現在）

取締役執行役員

佐藤 雅之

〒108-8380
東京都港区芝五丁目25番11号　ヒューリック三田ビル 5F 121784

株主メモ
事業年度 毎年４月１日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日
定時株主総会：毎年3月31日
期末配当　　：毎年3月31日
中間配当　　：毎年9月30日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先・
電話照会先

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-782-031
（受付時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く））

単元株式数 100株

証券コード 1905

公告掲載URL https://www.pronexus.co.jp/koukoku/1905/1905.html　
当社の公告は電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることが
できない場合は、東京都内において発行する日本経済新聞に掲載して行います。


